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「応援します！！ あなたの農業」

福島県農業振興公社だより

原子力被災１２市町村の営農再開を支援
～市町村コーディネーターが活動しています～

○川俣町における市町村CNの活動
川俣町山木屋地区では、令和２年度より本

格的に農地中間管理事業を活用し、これまで
に約163ha（令和３年度：約75ha）の農地を
担い手へ集積・集約しています。

その中で市町村CNは、本事業に係る契約書
類の作成や、避難している農地所有者への訪
問、調印対応などの業務を町職員と連携して
取り組んでいます。令和４年２月には、山木
屋地区の今後の営農を踏まえた人・農地プラ
ンの見直しを行うべく、町と連携して中心経
営体を対象とした意見交換会を開催し、仮置
場の農地も含めた将来の地域農業について話
し合いを行いました。

(R4.2.22担い手意見交換会にて担い手の意向
確認を行う川俣町担当の熊田市町村CN)
（中央）

(村職員とともに人・農地プラン策定作業に
あたる川内村担当の遠藤市町村CN)（右側）

○川内村における市町村CNの活動
川内村では、令和４年２月に農地中間管理

事業を活用し、小田代・牛渕地区の農地
9.3haを担い手へ集積・集約化を行いました。
小田代・牛渕地区は、村内で初めて本事業を
活用する地区ということもあり、村ではモデ
ル地区として位置付け、強く事業を推進しま
した。
その中で市町村CNは、農地所有者への本事

業の周知活動や契約事務、更には地域の農地
集積に合わせて見直す「人・農地プラン」の
話し合いの“調整役”を勤め、村と連携して
地域の合意形成を進めました。
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原子力被災12市町村では、住民の帰還率などの問題から営農再開が進んでいない地域もあ
り、新たな担い手の確保や担い手への農地集積・集約化による営農再開の加速化が求められ
ています。

こうした状況に対応するため、福島県農業振興公社では、今年度より原子力被災12市町村
へ「市町村コーディネーター（以下、「市町村CN」という。）」を配置しました。

市町村CNは、農地中間管理事業による農地集積・集約化を推進するとともに、人・農地プ
ランの策定など各市町村の営農再開に向けた取組みの支援を行っています。

今回はその中でも「川俣町（山木屋地区）」、「川内村（小田代・牛渕地区）」の市町村
CNの活動をご紹介いたします。
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農地集積・集約化の取り組みについて
～農地中間管理事業をめぐる状況～

農業の生産性を高め、もうかる農業を実現
するために、県や市町村、農業委員会との緊
密な連携の下、農地中間管理事業（農地バン
ク）により担い手への農地集積・集約化に取
り組んでいます。

〇担い手への農地集積率
福島県での令和２年度における担い手への

農地集積面積は51,889haであり、令和５年度
末までに全農地の75％を担い手に集積すると
いう目標に対して、令和２年度末の農地集積
率は37.5％となっています。

会津若松市58.9％や南相馬市40.2％など農
地の集積・集約化が進んでいる市町村もあり
ますが、10％～20％の市町村もあることから、
目標の達成に向けて更なる取組の加速化が必
要となっています。

※集積面積には農地バンク以外も含む
出典：農地中間管理機構の実績等に関する資料（農水省）

〇過去７年間の集積面積増加率
福島県の農地集積率は、全国的には中位に

位置していますが、平成26年度に制度が始
まって以降の集積面積増加率（伸び率）は
43%で、全国10位となっています。

集積面積増加率の上位都道府県
出典：農地中間管理機構の実績等に関する資料（農水省）

（飯舘村における農地バンク調印会の様子）

〇令和３年度農地バンクの実績
福島県における令和３年度の農地バンクの

事業実績（令和４年１月末現在）は約
2,200haで、過去最高の実績となっています。

主な増加の理由は、実質化した人・農地プ
ランを踏まえて農家負担ゼロの農地中間管理
機構関連農地整備事業などに県内各地域で取
り組まれていることが大きな要因となってい
ます。

※新規契約面積のみ

〇集積面積の増加分に占める農地バンク
担い手への農地集積面積に占める農地バン

クの割合は年々増加傾向にあり、令和２年度
の増加分における農地バンクを経由した権利
設定の割合は81％を占めています。

（％）

（％）

目標：全国80％、福島75％

農地バンク

（ha）

集積推進課



スキルアップセミナーを開催しました
～若手農業者の明日への営農に向けて～

「令和３年度青年農業者等スキルアップセ
ミナー」をオンラインで開催しました。

今年度は、２回セミナーを開催し、それぞ
れ「就農に向けてこれからのことを考える！
スタートアップ講座＆交流会」、「儲かる農
家になるための…販路拡大講座＆交流会」と
題して、若手農業者が抱える経営課題の解決
と同世代の若手農業者の意見交流を図りまし
た。

講師に、株式会社マイナビ東北企画営業課
長伊藤氏、株式会社フードボックス代表中村
氏に依頼し、これからの農業界を取り巻く情
勢の変化や、経営発展の視点や販路拡大のポ
イントについてわかりやすく講義をしていた
だきました。

また、今回のセミナーでは、参加者と講師
を交えた交流会を実施することにより、経営
改善に向けた質疑応答や課題解決の意見共有
など、少ない時間ではありましたが、若手農
業者同士でのつながりを作っていただき、セ
ミナー終了後の交流にもつなげました。

セミナー参加者からは「今後の営農に向け
て自身の計画を見直すきっかけとなった」
「今までの経営方針に間違いがなかった」

「同世代の方と交流できて良かった」などの
感想をいただきました。

当センターでは、今後も新規就農者や若手
農業者の皆さんを支援できるようサポート体
制を充実させていきます。ご相談等ございま
したら、是非当センターまでご連絡ください。
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就農支援センター

就農相談イベントに出展しました
本年度最後となる就農相談イベントが、令

和４年１月29日に東京都池袋で「新・農業人
フェア」が、令和４年２月19日に宮城県仙台
市で「マイナビ農林水産FEST」が開催されま
した。２会場ともに新型コロナウイルスの影
響によりオンラインブースでの出展となりま
したが、当センター相談ブースにはそれぞれ
８組、10組の相談者に着席していただきまし

た。相談者は本県農業に興味を持ち、移住就
農を希望される方が多くいらっしゃいました。

今後も当センターでは、本県農業の新規就
農の窓口として、就農相談イベント以外にも、
面談や電話、メール、オンライン等でも就農
相談を随時受け付けていますので、農業に興
味のある方はお気軽に当就農支援センターま
でご相談ください。

→
スタートアップ口座
＆交流会のチラシ

←
販路拡大口座＆交流
会のチラシ

農地バンクの現場から

私は福島市・川俣町の２市町を担当してお
りますが、各地域では、新たな担い手の確保
や育成が喫緊の課題となっております。課題
に対応するため「人・農地プラン」などの集
落の話し合いの場に参加し、どの農地を誰に
集めるか、担い手がいない場合どうするかな
ど地域での話し合いが活発になるようサポー
トさせていただいております。

新規就農者育成については、市町村を中心
とした新規就農者支援体制に地域マネー
ジャーとして参画し、農地の確保といった面
で支援を行っております。新規就農者が経営
を開始する際には、耕作希望地のエリアから
貸し出し希望の農地情報をピックアップし、
実際に現地を新規就農者と一緒に確認を行い
ながらマッチングをしております。地域マ
ネージャーとして支援できることは限られて
いるかもしれませんが、新規就農者がいち早
く定着できるよう各関係機関と連携を図りな
がら丁寧に支援を行っております。

福島県農地中間管理機構
県北推進拠点

地域マネージャー 根本
ね も と

 次男
つ ぎ お

 



農業者の声

「耕畜連携と集落営農の
取組について」

私たちは、西郷村の鶴生という集落で数名
の担い手農家が農業機械の共同利用等を行っ
ておりましたが、安定的な農業経営と経営の
多角化を図るため、平成19年に「農事組合法
人鶴生ライスグロウィング」を設立しました。
法人設立後、水稲直播栽培の実施と転作田

を活用したホールクロップサイレージ（稲
WCS）の栽培を行いました。西郷村は県内で
も有数の酪農地帯であることから供給先の観
点から稲WCSを転作作物として選択しました。

この取組は、村内の畜産農家に地元産の家
畜飼料を提供でき、生産コストの低減が期待
できること、稲作農家は、米の生産調整もで
きることから両者の課題を解決できる取組と
なりました。当時、畜産農家との交流はあま
りありませんでしたが、畜産農家からは、堆
肥・液肥が稲作農家に供給されるなど、耕畜
連携により、家畜飼料の地産地消体制が整い、
飼料自給率の向上につながっております。

平成22年からは、国の耕作放棄地の対策事
業等を活用し、村農業再生協議会や農業委員
会と利用調整を行い、地域内の課題となって

法人の皆さん（高木代表理事 中央）

いた耕作放棄地を解消し、飼料用トウモロコ
シの栽培を行いました。現在までの間に約７
haの地域の農地再生を実施したところです。

農地の集積は、農地中間管理事業を活用し、
約46haの農地を法人で借受けております。農
地所有者への賃借料の支払いは、仲介する農
地中間管理機構が行いますので、法人で行う
精算事務を省略できることが大きなメリット
です。

また、法人へ集積した農地は、効率性の観
点から約10haまとまりごとに職員に割り当て
を行い、耕作を行っております。職員同士お
互いに収量など競い合えるところがポイント
です。

今後は、更なる省力化、低コスト化を図る
ため乾田直播栽培への挑戦や後継者育成等が
課題となっております。担い手として、地域
の農地を守り、耕畜連携により資源の循環に
引き続き取り組んでいきたいと思います。

編集後記

今年の冬は例年に比べて雪が多く、除雪や通
勤に苦労されている方も多いかと思います。

しかし今年の冬から本格的にスノーボードを
始めた私にとっては、スキー場の状態を常に最
高にしているこの雪がとてもありがたいです。
とは言っても、ようやく両手で数えられるくら
いの経験量でありまだまだ初心者です。

先日の北京五輪では同学年の平野選手が金メ
ダルを獲得。負けてられない、もっと滑れるよ

うになりたいと思いながら、
週末はスキー場に行きたい
と思います。

（大楯 遼平）

あて先 〒960-8681
福島市中町８番２号 福島県自治会館８階
公益財団法人福島県農業振興公社 総務企画課
ＴＥＬ 024(521)9834 ＦＡＸ 024(521)8277
ＵＲＬ https://www.fnk.or.jp
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